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兵庫県におけるニホンジカ個体群の質的評価手法の検討
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Abstract

We  analyzed  fetal development,  rumen  contents, body  fats, and  organ  mass  of  sika deer  (Cervus  nippon

Temminck)  as indices for sika deer conditions assessment  in Hyogo  Prefecture. All adult female sika deer  were

pregnant  at the time  of January  to May.  Estimated  conception  dates and  fetal development  were  not delayed

compared  to  the  data  of  the  1980 s. Tree  categories, evergreen  broad-leaves,  deciduous  broad-leaves  and

graminoids  made  up  the main  diet, being  more  than  70%  of rumen  composition, year-round.  These  food  items

chosen  by sika deer showed  evidence of good quality food resources for sika deer in this area. However,  kidney fat

mass  (KFM)  and  mandible  marrow  fat (MCF)  indicated low  levels through  the year except  for adult males  in

summer.  These  data suggested  that characteristics of fat indices in sika deer did not indicate malnutrition but the

trophic strategy of sika deer  inhabiting west  Japan. In evergreen  forests sika deer can  secure high quality food

throughout  the year, and hence  they have no need  to store fat accumulation. But these characteristics would  be the

defect for stochastic heavy  snow  accumulation  or habitat deterioration because  of lack of primary  energy, fat

accumulation.  We  recommended  fetal development  and rumen  contents analysis to evaluate the condition status of

the sika deer population in Hyogo.
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は じ め に

ニホンジカ(Cervus  nか釟)八Temminck) は生息環

境や密度によって個体の生理的特性が敏感に変化する

(Kaji et a1.バ988 ; Takahashi et a1. バ999 ; 横山,

2000). 特に高密度地域や食物資源に制限が認められ

る地域では, 妊娠率の低下や体格の小型化など個体群

の質 的 劣 化( 横 山,2000 ; 梶, 2001 ; 宇 野・玉 田,

2001) やそれに伴う大量死亡(Takatsuki et al。, 1994 ;

宇野ほか, 1998 ; Yokoyama et al., 2000) が報告され

ている. ひとたび生息環境や個体の質的劣化が起こっ

た場合, これらを回復させることは容易ではない( 宇

野ほか, 1998 ; Takahashi et al. 1999 ; 梶, 2001).

兵庫県を含む近畿圈のニホンジカ個体群は, 本州に

おける最大級の個体群であり( 野生動物保護管理事務

所, 2001), 插獲数は本州で最も多い( 環境省ホーム

ページ鳥獣統計参照). ニホンジカは古くから貴重な
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狩猟資源として活用されてきたが, 近年では狩猟人口

の減少とともに狩猟資源としての利用が減少している

(坂田ほか, 2001). ニホンジカの適正な保護管理を

実施するにあたっては, 狩猟資源としての価値を高い

状態に保つこと, すなわち健全で質の高い個体群( 高

質個体群) の維持が重要である. ニホンジカ個体群の

健全性を評価するためには生息環境のモニタリングに

加えて, 個体の栄養状態, 繁殖状況, 体サイズ, 病変

の有無など個体レベルでの質的なモニタリングが必要

になる. これらの生物学的な属性は, 生息環境や生息

密度により常に変動する. したがって, 個体数密度の

調整や生息環境の改善などの順応的保護管理施策を実

行するにあたっては, それらの施策に対するニホンジ

カの生理的な反応を常に把握しておくことがその基礎

となる.

兵庫県では, すでに個体数の増減を予測する上で重

要となる妊娠率の変動や年齢構成のモニタリングが進

められている( 尾崎ほか,2001) が, それ以外の個体

の生理的な情報は追跡されていない. 現状では兵庫県

の本州部におけるメスジカの妊娠準に顕著な減少は認

められていないものの( 尾崎ほか, 2001), 高密度下

にともなう体格の小型化, 生息地である森林の下層植

生の減少や木本類の剥皮の増加など, 個体の質的な状

況や個体群を取り巻く環境の悪化が懸念されている.

こうした質的な変化は個体の栄養状態を低下させるた

め, 将来の妊娠率や生存率に影響を与えることが予測

される. 個体群の健全匪を把握するためには, 個体群

の状況を判断する指標の基準を設定し, 状況の変化を

評価する手法が必要となる. また, 生物学的な適正密

度を検討するうえでも個体の質的な評価が不可欠であ

る. しかし, 現状では近畿圈に生息するニホンジカに

ついて個体の質や個体群の健全性を判断する評価基準

もなく, 質を敏感に反映する簡便な指標も検討されて

いない. 本地域のニホンジカではどのような生理的特

性を持つのか, あるいはどのような栄養的ストレスが

ニホンジカの繁殖や生存に影響を及ぼすのかなど不明

である.

そこで, 2001 年より捕獲個体の回収と分析を試験的

に開始し, 個体群の質的モニタリングに着手した. 個

体群の質的モニタリング項目として,1) 受胎囗の推

定と胎子の発育段階の査定,2) 栄養診断,3) 食性

分析,4) 体格の小型化の有無,5) 病変や寄生虫の

有無などを設定した.

本稿ではニホンジカ個体群の質的モニタリング項目

のうち1),  2),  3) について分析し, 兵庫県におけ

るこれらの指標の特性と有効性を明らかにし, 今後の

モニタリング体制について検討することを目的とし

た.

材 料 と 方 法

資料の収集方法

2001 年は兵庫県猟友会和田山支部に協力 を要請し,

有害鳥獣駆除に同行した. 2002 年は7 月に行われた兵

庫県猟友 会のブロック会議( 豊岡, 和田山, 明石, 山

崎), 10 月に行われた猟友会総会において標本収集の

趣旨と方法を説明し, 下顎骨, 筋肉片, 胃内容物, 腎

臓の4 部位の提供について協力 を依頼した. 協力可能

との回答を得た駆除班にはサンプルビンを持参もしく

は郵送した. また質的なモニタリングの必要性が高い

と考えられた地域については, 2002 年4 月から2003 年

7 月まで駆除及び個体数調整事業に同行し試料収集を

収集した. この場合, 内臓を除去しない状態で解体場

所へ搬入し, 上記の4 部位の採取のほか, 体重及び外

部計測を実施し, 内臓器官, 胎子を採取した.

捕獲個体の分析

(1) 年齢査定

年齢査定は,0 歳,1 歳,2 歳,3 歳については歯

の萌出・交換 により判定した.3 歳以上については第

一切歯の第ニセメント質に出現するヘマトキシリン好

染色性の層板数により査定した(:犬泰司, 1977 ; Koike

and Ohtaishi バ985). 年齢及び月齢はすべて6 月1 日

生まれと仮定して表示している. なお, 有害鳥獣駆除

個体の年齢査定は兵庫県自然環境保全課の事業 として

回収された標本と同一個体である ため, 兵庫県立森

林・林業技術 センターに よる年齢査定結果 を使用し

た.1 歳獣を亜成獣,2 歳以上を成獣とした.

(2) 胎子分析

胎子は採材後直ちに電子天秤を用いて1g 単位で体

朮測定しか. その後, "20 度で冷凍保存した. 胎子の

計測は頭尾長( 鼻鏡先端から尾部先端までの洽長) 及

び,後足長(骨隆起の先端より蹄尖部 までの直線距離)

を計測した. 発育段階の評価は, Suzuki et a1. (1996)

にしたがって, 蹄や鼻鏡などの黒化の状況, 斑紋や触

毛の有無, 被毛 の出現の程度などを判定した. 胎貽の

推定 には, 体重(W) の3 乗根と胎 齢(T) との問 に

認められる直線回帰関係を応用し, 算出された下記の

推定式( 小泉ほか, 2003) を用いた.

T=  12.78X  W1/3+32.01

(3) 栄養診断

栄養診断の指標として体脂肪量と内臓器官重量を測

定した. 体腔内から心臓, 肝臓, 腎臓及び腎周囲脂肪



を取 り出し, 憺本は採材後分析までの間, ビニール袋

で密封し,
 
― 20°Cで保存した. 重量測定はすべて電子

天秤 を用いて1g 単位で行った. 心臓, 肝臓は, 重量

を測定した. 腎臓と腎周囲脂肪の合計重量は, 両端 よ

り外側部分の脂肪量を切 り落とした状態(A)( 図1)

で重量を計測した. 次に腎臓から線維被膜とともに脂

肪を切り放し, 腎臓重量(B) を測定した(Riney,  1955 ;

Chan-McLeod et a1 ・ , 1995 ; Yokoyama et a1・ , 2001).

(A)-(B) を腎脂肪重量(KFM,  kidneバat mass)  ,

(B) を腎臓重量(KM,  kidney mass) とし, 左右の値

を加 算 し た も の を 使 用 し た(Albon  et al., 1986 ;

Leader-Williams and Ricke 扛, 1982). 骨髄指標の分析

は通法であるNeiland  (1970) の簡便法 に従った. す

なわち, 骨から骨 髄2~3g を秤量瓶 に取り出し80  °C

で72 時間乾燥させ, 湿重量と乾重量の比で表し( 乾重

量/ 湿重量×100%) これを下顎骨指標(MCF,  Mandible

marrow fat) とした. 今回は下顎骨 を使用したが, 下

顎骨 は大腿骨骨髄に比べ残渣が多く, 脂肪消費がない

場合で も60~70% ほどの値であることが知られている

(Cederlund et al., 1986 ; 横山,2000).

季節区分 については, 有害捕獲が5 月下隹~6 月上

旬,6 月下旬~7 月,8 月下旬~9 月上旬に集中する

こと, 及びニホンジカの出産期, 繁殖期を考慮し,4

月~6 月上旬( 妊娠後期から出産期) を春期,6 月中

旬~9 月中旬を夏期,9 月下旬~11 月( 交尾期) を秋

期,12 月~3 月を冬期 とした.

(4) 食性分析

胃内容物は捕獲個体の第一胃から, 約500ml を取 り

出し, 70% エ タ ノー ル中で 保 存 した. 試 料 は2  mm

メッシュのふるいで洗浄後, 5  mm メッシュのシャー

レ上に無作為に試料倍 のせ, グリ ッド上にある植物片

を400 ポ イ ント まで カ ウ ン ト す る, ポ イ ント 枠 法

(Chamrad and Box バ964 ; Leader-Williams et al ・,

1981) に より分析 した. 植物片 は グラ ミノイド( イ

図1 腎臓( 斜線部) とその周囲にある腎脂肪

腎臓の両端より外側部分の脂肪を切り落としたものを腎

脂肪量(KFM) とした.

表1 2001 年から2003年に兵庫県において標本として収集され

たニホンジカの数

ネ科, カヤツリグサ科, イグサ科の総称), 針葉樹葉,

常緑広 褻樹葉, 落葉樹葉/ 草本類, 果実/ 種子, 農作

物, 木本非同化部, シダノ コケ, 不明に分類し, 百分

率で表した. 季節区分は栄養診断と同様とした.

結     果

資料の収集

サンプ ルビンの配布・回収による方法では, 兵庫県

猟友会篠山支部, 生田支部, 神戸北支部, 西須磨支部,

豊岡支部の5 支部から依頼した4 部位すべての提出が

得ら れた. また, 駆除班 へ調査員が同行す る方法で

は, 2002 年4 月 から6 月 に淡路島三 原支 部, 篠山 支

部, 三肝支部, 2002 年の狩猟期間中に神戸北支部, 三

田支部厂西脇多可支部, 2003 年の2 月,3 月に行 われ

た個体数調整事業 中に, 豊岡支部, 和田山支部, 宍粟

支部に協力を得て標本を回収した. 支部ごとの回収数

は表1 のとおりである. また, 季節別及び性齢別の標

本数を表2 に示した.

表2 2001 年から2003年に兵庫県において標本として収集した

ニホンジカの性・齢別の数

1歳獣を亜成獣,2 歳以上を成獣とした.



胎子分析

1 月から5 月までに捕獲された2 歳以上の成獣メス

21個体中20個体に胎子が確認され,5 月下旬に捕獲さ

れ胎子が認められなかった1 個体でも子宮が著しく肥

大し, 胃内容物から胎子胎盤などが確認されたため1

~2 日前に出産を終えた個体であると判断された( 妊

娠率100%,  N  = 21).妊娠判定の可能な1 月から5 月

には亜成獣メスの標本は得られなかった. 胎子の性は

3 月2 日に捕獲された体重3.7g の標本を除いて判別

され, 性比は,8 :11 であった. 統計的に胎子の性比

に偏りは認められなかった( が=  0.47, N  = 19, P>

0.1).

胎齢は胎子体重の3 乗根に比例することが知られて

いるが, 今回得られた標本においても死亡月日と胎子

体重の3 乗根の関係に有意な相関関係が認められた

(図2). しかし, 標本数が十分でないため, 胎齢推

定式の算出は行わず, 小泉ほか(2003) の推定式を用

いた. その結果, 推定受胎日は9 月下旬から10月上旬

の2 週間に11個体が集中する分布となり,小泉(2003)

の結果と受胎日の分布に有意な差は認められなかった

(図3  ; t = 0.617, N=170,  P>0.1). 著し く小 型

の胎子は, 受胎日が1 月中旬と推定された. この胎子

の母獣は2 歳齢であった.

銃器による捕獲においては, 胎子儂本にも損傷が及

ぶ場合が少なくない. 体重以外にも指標となる計測値

の有用性を確認しておく必要がある. そこで, 胎子の

体重と後足長の関係を検討した. 胎子の後足長と体重

には有意な相関関係が認められ, 後足長を説明変量

(X), 体重を目的変量(Y) とすると,

図2 死亡月日と胎子体重の3 乗根との関係

2002年から2003年にかけて収集された胎子20例を用い

た. 死亡月日は9 月30日からの日数として表した. 淡路

島産の1 例を含む.

Y=-0.0002X 叫0.1304×2 - 5. 1842X+53.648 (R2=0. ㈲

の回帰式が得られた( 図4).

次に胎子の外部形態を観察した結果を表3 に示す.

鼻鏡 と蹄は今回得られた200g 以上の個体すべてで黒

化 していた. 口や鼻孔 の開口は320g の胎子で観察さ

れ, 耳孔 は560g の もので開口 してい た. 開眼は出産

直前の3800g 以上の胎子のみに見られている. い わゆ

図3 胎子の体重から推定した受胎囗の分布

2002年から2003年にかけて収集された胎子20例を用い

た. 受胎囗の推定式は小泉ほか(2003) にしたがった.

淡路島産の1 例を含む.

図4 胎子 の体重と後足長の関係

2002年 か ら2003 年 にかけて収集された胎子20 例を用い

た. 淡路島産の1 例 を含む.

表4 ニ ホンジカの胎子の発育成長過程(Suzuki,  et a1∠1996よ

り抜粋)



表3 ニホンジカ胎子の外部形態の発達過程

2002年から2003年に兵庫県で行われた有害鳥獣駆除, 狩猟, 個体数調整事業で捕獲されたニホンジカの胎子について分析した. 体重の単位はg, 頭胴長, 後足長の単位はmm.

母獣年齢;3 十は正確な絶対年齢の査定が困難であったもの. 発毛段階;-: 発毛なし, 十: 皮膚が見える程度に発毛, 十十: 皮膚が見えない程度に発毛.* は新生子.



図5 兵庫県における成獣ニホンジカの脂肪指標の季節的変化

2001年から2003 年にかけて収集された成獣の腎脂肪重ft  (KFM)  (g)  (a: メス,b: オス), 下 顎骨骨髄脂肪量(MCF)(%)

(c: メス,d: オス) を示した. 数値は標本数を表す.

る,「鹿の子模様」とよばれる斑

紋は480g以上で背側正中線から

大 腿 部 に かけ て 出 現 し て お

り, 1500g 以上で体側全域に確認

された.吻部及び眼窩の触毛は400

g 以上, 朧毛1300g 以上で萌出し

てい た. 被 毛 は, 1300g~1600g

で頭部に確認され, 2600g 以上で

全身に発毛していた. 切歯は3800

g 以上の個体で萌出していた.

栄養診断

O 歳獣, 亜成獣については, 季

節を通して標本が収集されなかっ

たため, 今回の分析からは除外し

た. 成獣の蓄積脂肪量を表す腎脂

肪量(KFM) 及び下顎骨骨髄脂

肪量(MCF) と内臓器官( 心臓,

肝臓,腎臓)の季節変化を図5,6

に示し か. メスではKFM(F=

0.57, N=36,  P>0.1),  MCF  (F

=2.29,  N=34,  P=0.098) とも

明瞭な季節変化は見られず, 一年

を通じてKFM が約40g, MCF が

約60% を示した. 一方, オスでは

KFM の値が夏に約100g と他の季

節より有意に高い値を示し(F=

23.04, N=47,  P<0.01), 体腔内

に蓄積脂肪量の増加が認められ

図6 兵庫県における成獣ニホンジカの内臓器官の季節的変化

2001年 から2003年 にかけて収集された成獣の腎臓重量 ㈲(a: メス,b: オス),

肝 臓(g)  (c: メ ス,d: オ ス), 心 臓(g)  (e: メ ス,f: オス) を示した. 数値

は標本数を表す.



た. 他の季節は約30g と低い値を示しか。MCF につ

いては, メス同様明瞭な季節変化がなく(F  = l. 28,

N=36,  P>0 。1),年を通じて約51% 前後の低めの値

を示した.

心臓, 肝臓に関しては, 秋期のデータが得られな

かったため, 冬から夏までの変化を示しか. 心臓重量

には雌雄とも明瞭な季節変化は認められなかった( オ

ス:F  = 0.67, N=21,  P>0 。1;メ ス:F ― 1.84, N  =

21, P>0.1). 腎臓重量( オス:F  = 5.48, N=47 けP

<0.01 ; メス:F=4.45,  N=36,  P<0.01), 肝臓重量

(オス:F  = 3.64, N=45,  P<0.05 ; メス:F=4.35,

N=35,P<0.05) は, 雌雄とも冬から夏にかけて顕

著な増加傾向を示した.

食性分析

胃内容分析結果を季節別に図7 に示しか. 年間を通

じて, 落葉樹/ 草本の葉部, グラミノイドが容量の多

くを占めていた. 特に春から夏にかけては, 両カテゴ

リーを合わせると60%~70% を占め, 主要な食物と

なっていた. 秋には果実/ 種子, 作物が出現するが,

それぞれ, 約8.7%,  3.5% で合わせて12% ほどを占め

るのみであった. 冬期の特徴としては, 常緑樹の葉部

と木本類の非同化部の割合が他の季節より増加してい

ることである. この2 つのカテゴリーとグラミ广イド

をあわせた3 カテゴリーがそれぞれ容量の20数% を占

め, 冬期の中心的な食物であった. また, わずかであ

るが冬期にも堅果類( 主にナラ類) が出現した. 夏と

冬にはシダノコケの割合が増加している.

標本数が比較的多く得られた冬期については, 北但

馬匹南但馬, 西播磨, 丹波の4 地域別に容量比を示し

た( 図8). 南但馬, 西播磨, 丹波地域では, 常緑樹

の葉部が25% 前後, 木本の非同化部とシダノコケをあ

わせて, 約30% 前後と類似した傾向を示しているが,

北礼m こついては, 常緑樹の葉部の割合が少なく, 落

葉樹/ 佰本の葉部の割合が高かっか.

考     察

兵庫県におけるニホンジカの生理的特性

シカ類では食物環境の悪化に伴う栄養状態の低下に

よって, メスの発情に遅れが生じることが知られてい

る(McCullou 襾, 1979 ; Keech et al, 2000).胎貽推定

と外部形態の観察結果より, 兵庫県のニホンジカの胎

子成長過程は, Suzuki et al. (1996) で示されている

エゾシカの胎了・の発育成長基準( 表4) にほぼ準じる

ことが明らかとなった. また, 今回収巣しか胎子から

推定した受胎囗は,9 月下旬から10月上旬にピークを

示し, 約10年前の俗体数増加期の標本( 小泉ほか,

2003) と比較すると, 受胎の遅れや発育成長の遅れな

どは認められなかった.10 年前の胎子標本には母獣の

栄養状態に関する情報はないが, 今回のシカの生理的

な状態は受胎囗に影響するほどの栄養状態の低下はな

いと予測される.

シカの栄養状態を左有する採食物は, 一一年を通じて

広葉樹の葉部やグラミノイドなどシカの採食物として

は栄養価の高い植物( 池田・高槻, 1999 ; Yokoyama

et.al., 2000 ; 後藤, 2003) の利用が70% 以上を占めて

いた([ 図7]. 冬期の採食物は, 低質な食物である木

図7 兵庫県におけるニホンジカの冐内容物の季節的変化

儂本は2002年12月から2003年3 月にかけて有吉鳥獣駆除及び狩猟によって捕獲された個体から収集した. サンプル数は春:N

=6, 夏:N=  15,秋:N=30, 冬:N  = 61.



図8 兵庫県の4 地域で収集されたニホンジカの冬期冐内容物の分析結果

標本は2002 年12月から2003 年3 月にかけて狩猟及び個体数調整事業によって捕獲された個体から収集した.

本類の非同化部( 池田・高槻, 1999 ; 後藤, 2003) が

他の季節 より増加するが, 常緑広葉樹の葉部の利用 も

増加するため, 食物としての質的な低下は北日本の変

化に比較するとわずかであると考えられる. 秋には栄

養価 の高い 農作物 や堅 果類 などの利 用が 認め ら れ

た. 1988 年冬期の南但馬地域におけるシカの胃内容分

析結果( 小泉ほか, 1993) と比較すると, 今回の結果

は広葉樹の葉部が増加し, 針葉樹の葉部が減少してい

た. また木本類の非同化部の割合( 約32%) は今回の

結果が低い値( 約20%) であった. このことは, 当時

のスギ・ビノキの若齢木に対する被害が多かったこと

(小泉ほか, 1993 ; 兵庫県, 2002) と関係していると

考えられる. 今回の結果では秋, 冬の採 食物に作物が

確認されるなど, 農業被害を裏付ける結果となった.

以上から, 現在のシカの採食物は1988 年ごろより利用

する採食物の幅が広がり, なおかつ良質なものを摂取

していることが示唆された.

一方, シカ類の栄養状態を最も良 く反映する指標と

して広 く利用されている脂肪蓄積量(KFM,  MCF) は,

成獣 オスの夏期 を除い て低い値を示 した([ 図5]. 特

に成獣メスでは, 脂肪蓄積量が年間を通じて非常に低

いレベルであり, 北日本のメスジカにみられるような

蓄積量の増加(Yokoyama et a1.,2001 ; 高槻, 2002)

は認められなかった. 但し, 冬期の貧栄養時に消費が

始まる骨膸脂肪の減少も認められなかった. つまり成

獣メスは一年を通じて体腔内に脂肪をほとんど蓄積し

ていないが, 骨髄脂肪の消費もないことが わかる.

メスジカの場合, 春から夏が出産・授乳と最 もエネ

ルギーを必要とする時期であるため, 北日本で も脂肪

量は低 く, 秋から初冬に向けて急激に脂肪を増加させ

ることが知られている(Yokoyama et 糺2001 ; 高槻,

2002). しかし, 本地域では結果に示 したように秋の

蓄積は認められないにもかかわらず, 妊娠期間中に捕

獲された成獣メスの妊娠率は100% であり( 表3), 胎

子の発育成長に遅れがあることは認められなかった.

このことから, 少なくとも成獣の場合, 秋の食物の質

が確保されていれば, 秋の脂肪蓄積量が低い場合でも

妊娠すると考えられる.

成獣オスは繁殖期に採食量を減退させる上, 繁殖活

動に投資するエネルギー量が一年の中で最大になるこ

とが知られている(Clu扛on-Brock et a1い982; Cederlund

et a1い989). 唯一, 夏期 に捕獲 されたオスのみの脂

肪蓄積量が増加しているが, これは9 月から10月にか

けての交尾期の活動が大きく関与していると考えられ

る. そのため, 本地域におい ては交尾期直前の夏にオ

スが脂肪を蓄積する生理を獲得している ものと考えら

れた.

以上, 繁殖の状況



のニホンジカに認められた低い脂肪蓄積量は, 食物環

境の悪化による慢匪的な低栄養状態を示すものではな

く, 食物環境の変動に備えて体内に脂肪を蓄積する生

理的なメカニズムが発達していないこと, すなわち生

息地の食物条件に適応した生理的特性に起因すると考

えられる. これは, 良質な食物が通年で得られる環境

において獲得されたものと考えられる. 兵庫県におけ

るニホンジカは, 北日本とは異なり, 一年を通じて栄

養的なストレスや低温にさらされることが非常に少な

い. しかし, 越冬や妊娠に向けて効率良くエネルギー

に変換できる脂肪蓄積量を増加させない生理的特性

は, 低温や積雪などに起因する急激な食物環境の悪化

か生じると, 採食物の量及び質の低下に伴い急激な栄

養状態の低下を招く恐れがある. 特に最近の温暖化に

より分布が拡大しかと考えられている生息地域では,

短期間でも冬期の積雪や低温などが厳しくなると, 死

亡に至りやすい可能性が示唆される.

指標の有効性と保護管理に必要となる質的モニタリン

グの項目

今回の分析では, 栄養的ストレスを受けやすいとさ

れるO 歳獣や亜成獣については検討できなかった. し

かし, 現段階において判断できる範囲で, 指標の有効

性と必要となる個体レベルでの質的モニタリング項目

について以下に述べる.

妊娠率や胎子の発育成長は, 個体数変動に直接的に

影響を与える指標であるため, 高密度地域や生息環境

が悪化している地域などでの継続的なモニタリングが

重要となる. 胎子体重または後足長が得られれば, 受

胎日を推定することにより受胎の遅れなどの繁殖状況

を査定することが可能となる. 胎子の成長が進み, 誰

にでも胎子の有無が判定できる2~・4月の査定か正確

かつ簡便である.

兵庫県のニホンジカでは, 脂肪蓄積量の変動が少な

いため, 体脂肪量が栄養指標として敏感に反応しない

可能性が示唆された. 今後採食物の量と質の変化に応

じて脂肪量がどのように反応するのかを追跡する必要

があるが, 現時点では採食物を栄養状態の指標とする

ことが有効であると考えられる.

以上, 胎子分析と胃内容分析を中心にモニタリング

することで, 当面は個体群の質的な変化を追跡するこ

とが可能である.

今後の課題

(1) 指標の検討

ニホンジカの生理的な状態を表す指標は生息地の変

化に敏感に反応するものを設定する必要がある. 兵庫

県の個体群の質を表す最良の生理的な指標を設定する

ために, 今後は生息密度や森林環境, 気 象条件などの

生息地の情報との関係を明らか にしてい く必 要があ

る.

特に胃内容物 など実際に採 食している植物の量と質

は生息環境 を直接的に反映するため, 胃内容物は生息

地の質を表す指標としても活用可能である. 今回は用

いなかったが, 冐内容物 のタンパク含有量などの栄養

組成分析などい くつかの項目を検討することが必要で

ある.

また, 肝臓重量や腎重量などの内臓器官は, 食物条

件の良い夏 に増加し, 冬期に減少することが観察され

た( 図6). 食物環境の変動の特に激しい冷温帯の地

域の野生動物では, 内臓器官の萎縮と肥大という現象

が確認されており, エゾシカ(C. 八. yeso四海s Heude)

において冐内容物の徂 タンパ ク質との相関が高いこと

が報告 されている( 横山ほか, 2001). そのため, 胃

内容物分析 に代 わって, 肝臓腎臓の重量などが栄養指

標 として有効である可能性があ り,今後の課題である.

(2) 地域別モニタリングについて

今回は兵庫県に生息するニホンジカの生理的特徴 を

明らかにすることに主眼をおい たが, 今後のモニ タリ

ングでは異なる生息環境における個体の評価が必要と

なる. 特に 淡路島などの孤立個体群や積雪地域につ

いては, メスの妊娠期間中に調査を行い, 質的な状況

を把握 するこが急務である. 淡路 島の諭鶴羽山系で

は, すでにシカの高密度化 に起因すると考えられる森

林更新の阻害, シカの小型化などが狩猟者, 地域住民,

行政, 研究者の多 くの人によって報告されている. こ

うした状況は, シカの栄養状態や繁殖状況などの活力

を悪化させる可能性が高い. また, 適正な密度まで個

体数を調整しかとしてもよ ー・-度悪化しか環境を回復さ

せることは容易ではない. したがって, 緊急に適正な

密度に調整し, 生息環境を良好に保つことが必要であ

る. 個体数の増加している種で 仏 絶滅が危惧されて

いる種でも, 問題が顕在化してから後の野生動物の管

理は, 膨大な労力 と時間を必要とする. このような事

態になる前の先手管理を行うためには, 地域ごとに個

体数の変動, 森林植生の状況を把握することと合 わせ

て, 少なくとも今回分析した個体の質的な変化を常に

モニタリングし, 状況を常に把握することが肝要であ

る.

(3) 標本の収集体制について

下顎骨 からは年齢, 栄養状態だけでなく, 体サイズ,

歯の摩滅度( 採食物の質を反映) などの情報を得られ

るため, モニタリングの試料として重要度が高い. 下

顎骨 をモニタリ ングの試料として収集している行政機



関は多く, 比較研究によって兵庫県のニホンジカの質

的な特性が明らかになるだろう. しかし下顎骨は, 回

収した標本の中で最もサンプリングに手間を要する部

位であった. サンプルビンを配布した支部のうち3 支

部からは, 続けて採集するのは困難であるとの意見が

あった. 加えて, 冷凍保管を必要とするため, 狩猟者

の労力を削減するためには, 謌査員を配置するなど標

本収集の体制整備が必要である.

また, その他の部位についても正確な試料の採集を

行うために, モニタリングの重要度の高い時期(2 月

~4 月など) には調査員を配置する, 保管冷凍庫を調

査地域に設置するなどを検討する必要がある. 調査員

が捕獲に同行, あるいは近くで待機して試料を収集す

る体制の場合, 協力を得やすく, 様々なニホンジカの

生態情報の交換が可能となるため, 状況変化などを感

知しやすい. 特に病変個体の発見など人畜共通感染症

に対する情報の集約は早急な対応が求められる. ま

た, 捕獲現場に行政や研究者など関係者が出向き, シ

カ個体群や被害の状況などの実態を現場で把握し意見

交換することは, 狩猟者や地域住民と行政, 研究者が

協働して地域のニホンジカ管理を実行するために必要

なプロセスである. 今後は, こうした視点からも調査

体制, モニタリング体制などを整備することが重要で

ある.
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要      旨

兵庫県において, 健全なニホンジカ個体群の維持す

るために必要となる個体群の質的な評価手法を検討し

た. 使用した標本は, 2001年から2003年までに回収し

た狩猟や有害捕獲, 個体数調整事業で捕獲された137

個体である. 検討項目として受胎囗の推定と胎子の発

育段階の査定, 栄養状態と採食物の質を取り上げ

た.1 月~5 月までに回収された成獣のメスはすべて

妊娠していた. 胎子体重から推定された受胎囗は1980

年代の標本と比較して遅延は認められなかった. 採食

物は年間を通じて常緑樹や落葉樹の葉部, グラミノイ

ドなど質の高いものが70% 以上を占めた. しかし, 栄

養状態を表す脂肪指標はオスの夏を除いて低いレベル

を示していた. 繁殖状況, 採食物から判断すると, 兵

庫県のニホンジカに認められた低い脂肪量は慢性的な

栄養的欠乏を示すものではなく, 脂肪を蓄積しない生

理的な特性であると考えられた. これは, 良質な食物

が通年で維持される環境に適応した現象と考えられ

た. こうした生理的な特性から, 兵庫県におけるニホ

ンジカは生息環境や気象条件が悪化すると急激に状態

を悪化させる可能性が示唆された. 現段階では, 妊娠

期間中の胎子分析により妊娠状況を把握し, 栄養指標

として採食物をモニタリングすることで, 個体群の質

的な変化を追跡することが可能であると考えられた.
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